
第２学年 保健体育科学習指導案 

日 時  令和５年７月２０日（木） ５校時 

生 徒  ２年 A組 男子 13名 女子 8名 計２1名 

場 所  ニセコ町グラウンド 雨天時：体育館 

授業者  石井 陽太 

研究主題 

主体的・対話的で深い学びを促す授業展開の在り方を探る 

～「必要感」を持てる課題、導入の工夫を通して～ 

 

１. 単元名 

  球技 ベースボール型「ソフトボール」 

 

２. 単元について 

ベースボール型は専門性の高い分野でバット、ボール、グローブと道具を揃えなければ実施することのでき

ない競技である。そのため、何らかの動機付けや機会がなければ経験のない競技として過ぎ去ってしまう人た

ちも多いと考える。さらには男女間でも技術差が現れる単元であると授業者は感じている。また、本校のカリ

キュラムはベースボール型が 2 学年のみの扱いになっており、中学校での学習の積み重ねがない状態である。

従って、基礎的な技術や知識が未習熟なことが想定される。故に全体計画の序盤〜中盤では基礎技術の習得を

目標とし、対面でのキャッチボールが滞りなく行えることやバットの振り方を身につける。中盤〜終盤にかけ

てはノックを通して動きの中でボールを捕球し、狙ったところに投げること複合的な動きの習得、相手の投げ

たボールを的確にバットに当て、遠くに飛ばす技術など専門性を追求した動きを学習し、ベースボール型の面

白さや捕る・投げる・打つの基礎技術の習得を目指したい。 

 

３．生徒の実態 

 本学級の生徒の中で野球部に属している生徒は男子 1 名のみだが、その他の男子生徒は運動部に多く所属し

ており、技術の習熟が図れたら試合形式も実践可能だと感じる。一方、女子生徒は運動を苦手としている生徒

が多く、各授業のねらいを達成できるか不安な面もある。しかし、運動に対する意欲はあり、真面目に取り組

むので、単元の終了時には基礎技術の習得に関する成就感を感じさせたい。男女共習の難しさはあるが、試合

形式の学習を通してベールボール型の楽しさを全員が実感できることを目指す。 

 

４．研究主題との関わり 

 本時の導入では前時で学んだボールの握り方やフォームの習得を実感させるとともに未履修部分である捕球 

に関する課題を実感させる。その課題を改善するために段階的な指導を行い、ICTを通して自己の動きを分析 

したり、話し合い活動の中で課題の克服に向けて取り組めるように授業を展開する。今後の技術向上にはグ 

ローブの適切な操作方法が必要不可欠である「必要感」を意識しながら本時の授業に取り組み、振り返りで 1 

単位時間の変容をもって成長を実感させることが教師のねらいである。 

 

５．単元の目標  

(1) 基本的なバット操作と走塁での攻撃，ボール操作と定位置での守備などによって攻防ができるようにす 

  る。 

(2) 攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲

間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。  

(3) 球技に積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，作戦などについての話合いに参

加しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること，仲間の学習を援助しよ

うとすることなどや健康・安全に気を配ることをできるようにする。 

 

 

 



６．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組

む態度 

〇知識 

・球技の各型の各種目に

おいて用いられる技術

には名称があり，それ

らを身に付けるための

ポイントを理解してい

る。 

・球技には，集団対集

団，個人対個人で攻防

を展開し，勝敗を競う

楽しさや喜びを味わえ

る特性を理解してい

る。 

〇技能 

・地面と水平になるように

バットを振り抜いている。 

・打球の状況によって塁を進

んだり戻ったりしている。 

・投げる腕を後方に引きなが

ら投げ、手と反対側の足を

踏み出し，体重を移動させ

ながら，大きな動作でね

らった方向にボールを投げ

ている。 

・ボールの正面に回り込ん

で，緩い打球を捕球してい

ボールの位置によってグ

ローブを縦にしたり、横に

したり、使い分けることが

できている。 

 

・提示された動きのポ

イントやつまずきの

事例を参考に，仲間

の課題や出来映えを

伝えている。 

・学習した安全上の留

意点を，他の学習場

面に当てはめ，仲間

に伝えている。 

・仲間と協力する場面

で，分担した役割に

応じた活動の仕方を 

見付けている。 

・球技の学習に積極的

に取り組んでいる。 

・マナーを守ったり相

手の健闘を認めたり

して，フェアなプレ

イを守ろうとしてい

る。 

・練習の補助をしたり

仲間に助言したりし

て，仲間の学習を援

助している。 

 

７．指導と評価の計画 

時間 目標 学習活動 評価 

１ 

健康・安全に留意

することの重要性

を理解する。  

・オリエンテーション 

・ソフトボールの競技特性・歴史 

・ボールの握り方・投げ方 

・捕球の仕方 

・球技の各型の各種目において用い 

 られる技術には名称があり，それ  

 らを身に付けるためのポイントを  

 理解している。（知・技） 

２ 

本時 

ボールの位置に

よってグローブ

を縦にしたり、

横にしたり、使

い分けることが

できる。 

・キャッチボール 

・ペッパー 

・ボールの位置によってグローブを縦 

 にしたり、横にしたり、使い分ける 

 ことができている。（知・技） 

・球技の学習に積極的に取り組んで  

 いる。（主） 

 

３ 

動いているボール

を捕りやすいバウ

ンドで捕球でき

る。 

・キャッチボール 

・ペッパー 

・ノック 

 

・ボールの正面に回り込んで，緩い  

 打球を捕球している。（知・技） 

・仲間と協力する場面で，分担した  

 役割に応じた活動の仕方を見付け  

 ている。（思・判・表） 

４ 

適切なバットの握

り方でボールを飛

ばすことができ

る。 

・キャッチボール 

・素振り 

・バント 

・ロングティー 

・地面と水平になるようにバットを

振り抜いている。（知・技） 

・学習した安全上の留意点を，他の

学習場面に当てはめ，仲間に伝え

ている。（思・判・表） 

 



５ 

投球に対して体重

移動と腰の旋回を

活かしてボールを

飛ばすことができ

る。 

・キャッチボール 

・素振り 

・フリーバッティング 

・地面と水平になるようにバットを

振り抜いている。（知・技） 

・練習の補助をしたり仲間に助言し  

 たりして，仲間の学習を援助して  

 いる。（主） 

６ 

走塁の基礎技術を

習得し、素早く

ベースを回ること

ができる。 

・キャッチボール 

・ベースの踏み方 

・ベースランニング 

・シートノック 

 

・打球の状況によって塁を進んだり

戻ったりしている。（知・技） 

・練習の補助をしたり仲間に助言し 

 たりして，仲間の学習を援助して  

 いる。（主） 

７ 

走塁と守備での駆

け引きができるよ

うになる。 

・キャッチボール 

・中継ブレー 

・タッチアップ 

・挟殺プレー 

 

・打球の状況によって塁を進んだり

戻ったりしている。（知・技） 

・提示された動きのポイントやつま

ずきの事例を参考に，仲間の課題

や出来映えを伝えている。（思・

判・表） 

 

８ 

捕球と送球を組み

合わせた連係プ

レーができるよう

になる。 

・キャッチボール 

・ダブルプレー 

・シートノック 

・投げる腕を後方に引きながら投 

 げ、手と反対側の足を踏み出し，  

 体重を移動させながら，大きな動 

 作でねらった方向にボールを投げ 

 ている。（知・技） 

・仲間と協力する場面で，分担した 

 役割に応じた活動の仕方を見付け  

 ている。（思・判・表） 

 

９ 

これまで学んだこ

とを実践で活用

し、競技特性を味

わう。 

・キャッチボール 

・タスクゲーム 

➔ロングティーを行い、守備チームが

ホームベースに投げ返すまでにコーンを

何周できるか競う。回った周が多ければ

高得点。 

・球技の学習に積極的に取り組んで  

 いる。（主） 

・ボールの正面に回り込んで，緩い  

 打球を捕球している。（知・技） 

１０ 

これまで学んだこ

とを実践で活用

し、競技特性を味

わう。 

・キャッチボール 

・前時の試合形式の改善点の確認 

・タスクゲーム 

➔9時間目同様のルール 

・マナーを守ったり相手の健闘を認 

 めたりして，フェアなプレイを守 

 ろうとしている。（主） 

・球技には，集団対集団，個人対個 

 人で攻防を展開し，勝敗を競う楽  

 しさや喜びを味わえる特性を理解  

 している。（知・技） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．本時のねらい 

   基本的なグローブ操作を身につける。 

 

９．本時の評価規準 

 (1)ボールの位置によってグローブを縦にしたり、横にしたり、使い分けることができている。（知・技） 

 (2)球技の学習に積極的に取り組んでいる。（主） 

 

１０．本時の展開 

 学習の流れ 教師の支援 評価・留意点 

導入 

10分 

 

〇挨拶・体操 

〇前時までの復習 

・キャッチボール（4人一組または 3人一組） 

・動画撮影も役割分担して行う。 

〇動画からボールの握り方、投げ方、フォームの確認 

〇感想を述べる 

・取りにくいボールがある。 

・投球フォームが良くなった。 

 

 

 

〇生徒に答えさせながら復

習する。 

 

〇巡視し、適宜指導。捕球

についてはどうしたら捕り

やすいか考えさせる声掛け

をする。 

〇ボールの位置によっ

てグローブを縦にした

り、横にしたり、使い

分けることができてい

る。（知・技） 

 

〇投球に関する収穫と捕

球に関する課題を感じさ

せる。 

展開 

30分 

〇ペッパー 

・導入のキャッチボールのペアで 1mの間隔をあけ、向か

いあう。（動画撮影も行う。） 

・足を地面につけたままボールを捕れる範囲のところに下

から投げる。 

・グローブの向きや角度を変えながら捕球し、相手に同じ

ように投げ返す。 

〇難しいボールはあったか、それはどのようなボールか 

・グローブと反対側のボール 

・低いボール 

 

〇撮影した動画を見ながらペッパーのペアでボールの位置

毎にどのようなグローブの向きや角度で捕るか話し合い。 

 

〇ボールのキャッチに重きを置いたペッパー 

・相手が連続でボールを下から放るので、それを連続で

キャッチ。キャッチしたボールは下に転がす。 

・導入のキャッチボールのペアで行い、動画撮影も行う。 

 

〇キャッチボール 

・ペッパーで学んだグローブ操作を活かす。 

〇生徒を見本にしながらや

り方を説明。 

 

〇グローブを着けている方 

の反対側に来たボールをど 

う捕るかをよく見る。 

 

〇巡視しながら話し合いの 

内容を把握し、交流に活用 

する。 

 

 

 

 

〇生徒を見本にしながらや 

り方を説明。 

 

 

〇話し合ったことを実践で 

きているか巡視する。 

〇逆シングルや高いボー

ル、低いボールの時のグ

ローブの使い方の課題を

認識させる。 

 

 

〇球技の学習に積極的に

取り組んでいる。（主） 

 

 

 

 

 

〇ボールの位置ごとには 

どのように捕るのか一つ 

ずつ考えさせる。 

 

〇野球ボールも使用し、

1 人にかける球数を増や

す。 

終末 

10分 

〇まとめ 

・集合し、数名が前へ出てペッパーのように教員が 

 ボールを放り、捕球させる。 

 

 

〇振り返り 

・撮影したビデオを観賞し成果を数名が発表する。 

〇グローブ操作が試される 

ようなボールを放る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇前時や本時の導入から

の変容を感じさせたい。 

 

まとめ：ボールの位置によってグローブを縦にしたり、横にしたり、使い分けることが大切。 

課題：どのようにグローブを操作したら、捕りやすいか考えよう。 


